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質
問
　
県
立
山
田
病
院
の
医
師

確
保
に
つ
い
て
問
う
。

①
医
師
の
健
康
に
も
十
分
配
慮

す
る
意
味
も
含
め
、
一
日
も

早
い
医
師
の
確
保
、
特
に
内

科
医
師
確
保
が
必
要
だ
と
思

う
が
、
そ
の
見
通
し
は
。

②
常
勤
医
3
人
体
制
だ
っ
た
3

月
と
2
人
体
制
に
な
っ
た
4

月
で
は
、
患
者
の
数
は
ど
の

よ
う
に
変
化
し
た
か
。

沼
崎
町
長
　
　

①
町
と
し
て
は
、
県
立
山
田
病

院
の
内
科
医
転
出
情
報
を
得

て
、
直
ち
に
県
医
療
局
と
岩

手
医
大
に
出
向
い
て
内
科
医

確
保
を
要
請
し
て
い
る
が
、

絶
対
的
な
医
師
不
足
と
い
う

現
実
の
中
で
、
速
や
か
に
確

保
で
き
る
見
通
し
は
立
っ
て

い
な
い
。
今
後
は
、
医
師
確

保
情
報
の
収
集
に
努
め
「
山

田
病
院
・
関
係
機
関
・
地
域
」

と
一
体
と
な
り
、
具
体
的
な

方
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
4
月
の
外
来
患
者
数
は
3
1

7
4
人
、
3
月
に
比
較
し
て

8
9
1
人
減
少
し
て
い
る
。

質
問
　
教
育
行
政
に
つ
い
て
次

の
3
点
を
問
う
。

①
平
成
　
年
度
新
学
習
指
導
要

21

領
が
策
定
さ
れ
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
学
校
教
育
が
行
わ
れ

て
い
る
。
今
後
、
ど
の
部
分

に
力
を
入
れ
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

②
通
称
「
お
ぐ
ら
山
」
の
建
物

解
体
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

解
体
後
の
構
想
は
。

③
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
野
球
場
ト

イ
レ
の
整
備
が
必
要
で
は
。

岩
船
教
育
長
　

①
今
回
の
改
訂
は「
生
き
る
力
」

を
は
ぐ
く
む
現
行
の
学
習
指

導
要
領
の
基
本
理
念
を
引
き

継
ぎ
な
が
ら
、
単
に
指
導
内

容
を
増
や
す
だ
け
で
は
な
く
、

基
礎
・
基
本
を
定
着
さ
せ
る

こ
と
に
今
よ
り
時
間
を
か
け

て
指
導
で
き
る
よ
う
に
改
訂

さ
れ
た
も
の
と
理
解
し
て
い

る
。
引
き
続
き
子
ど
も
た
ち

に
対
し
、
自
ら
学
び
自
ら
考

え
る
力
の
育
成
を
図
る
と
と

も
に
き
め
細
や
か
な
指
導
の

充
実
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

②
災
害
時
の
緊
急
避
難
場
所
お

よ
び
市
街
地
中
心
部
の
多
目

的
広
場
と
し
て
、
周
囲
の
安

全
対
策
を
講
じ
て
整
備
す
る

計
画
で
あ
る
。

③
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
改

修
の
検
討
を
進
め
た
い
。

木下志き子議員

教育行政

自
ら
学
び
考
え
る
力
の
育
成
と
指
導
の
充
実

新
学
習
指
導
要
領
で
力
を
入
れ
る
点

医療行政

情
報
収
集
に
努
め
、方
策
検
討

内
科
医
師
確
保
が
必
要

町の考えを聞く

旧公民館などを解体し、多目的広場として整備
されます（役場からみた「おぐら山」の風景）


